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はしがき

国立国会図書館の「科学技術に関する調査プロジェクト」は、平成 22（2010）年度に発足
しました。科学技術政策について国会で議論を行う際によりどころとなるよう正確かつ客観的
な情報を提供することを目指し、特定のテーマの下に外部の学識経験者の方々と連携して調査
を行い、その成果を報告書にまとめています。

令和 2（2020）年度のプロジェクトでは、「ゲノム編集の技術と影響」、「高齢者を支える技
術と社会的課題」及び「コロナ時代のソーシャルメディアの動向と課題」の 3つのテーマにつ
いて調査を実施しました。本報告書は、このうちの「ゲノム編集の技術と影響」の成果です。

ゲノム編集技術は、生物の遺伝子の持つ塩基配列の狙った箇所を酵素で切断し編集する技術
であり、既に農水畜産物の育種や遺伝子治療への応用が試みられています。また、バイオテク
ノロジーにより持続的な経済成長と地球環境の保全を両立させようとする「バイオエコノミー」
の鍵となるとも考えられています。その代表的な技術の 1つである CRISPR-Cas9を開発した欧
米の二人の科学者が 2020年のノーベル化学賞を受賞したことは、記憶に新しいことと思います。
本報告書では、ゲノム編集技術の概要、研究開発の動向、農業、医療、化学等の各分野におけ
る社会実装の現状と技術的課題、法規制や政策面の課題、倫理的課題等について、研究の最前
線におられる学識経験者の方にも参画いただきながら、整理を試みています。

本報告書が、科学技術政策のみならず、関連分野に関する国政審議、議員の皆様の問題理解
のお役に立ち、またこの問題に関心を寄せる方々に広く活用していただければ幸いです。

令和 3年 3月

国立国会図書館　調査及び立法考査局長　山﨑　治
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